
喜多方市

１ 想定するモデルとしての姿、モデルとする事項

２ 生産概要（中心的な担い手の概要）

４ 取組成果

◼ 【作付面積】水稲：26ha、小麦：5.0ha、ねぎ：0.6ha

◼ 喜多方地域における小麦「夏黄金」の安定生産に向け、耐寒雪性や成熟期等
の生育特性の把握

◼ 農商工連携による小麦の生産振興

＜需要に応じた生産の取組成果＞
◼ 関係機関・団体との連携及び栽培技術指導による排水対策、雑草対策、追肥、病害虫防除の徹底と
適期収穫の実施による種子の確保

 令和６年産種子：30㎏→令和７年産種子：760㎏

次の項目は必須
・単収などの取組前（R3）
と取組後（R7）の数字
・取組成果には、取組前の
数値（現状値）も記載
（グラフにも）

次の項目は必須
・需要に応じた生産の取組
・導入した営農技術、農業
機械の内容

モデル地区名で記載
・○○振興会・（個人名）
・株式会社○○○○

「取組のポイント」と「取組成果」で資料の半分程度を
占めるようにし、ポイント、成果を前面に。

グラフについてはどの値が改善しているのかわかるように
簡素なものとし、改善部分を矢印等を用いてより分かりや
すく

「想定するモデルの姿、モデ
ルとする事項」「生産概要」
「取組のポイント」にはそれ
ぞれの内容をイメージできる
写真や図をできるだけ挿入

年度初めに提出した（別紙２）
「モデル地区活動計画」との整合。

次の項目は必須
・R3年度の作付面積
・特徴的な取組

数値は、モデル地区活動計画・実績、畑
作物振興支援チームの推進活動計画と運
と整合を確認。

【全体共通】
haや％等の数値は、少数点第１位ま
で記載ください。（円や年は整数で

差支えありません）

５ 残された課題

◼ 小麦「夏黄金」の生産拡大と高品質安定生産に向けた基本技術の徹底
残された課題について記載
解決策・対応策等についても言及する

◼ 転作田における団地化や排水対策、除草対策の現地実証による小麦「夏黄金」
種子の生産体制の確立

成熟期の「夏黄金」ほ場

◼ 小麦「夏黄金」の生産拡大

令和６年度
畑作物モデ
ル地区【小麦の作付面積と単収の推移】

単収△%増加

◼ 小麦「夏黄金」の作付経営体数の増加
令和７年産：１件→令和８年産：5件

＜令和８年産小麦「夏黄金」の目標収量確保に向けた取り組み＞

３ 取組のポイント（モデルとして構築する取組）

◼ 額縁明渠による排水対策、越冬前除草剤の散布、越冬後の適期追肥と赤かび病防除、適期収穫
の判断など、基本技術の徹底及び耐寒雪性や穂の熟色等の生育特性の把握と栽培技術の指導

＜需要に応じた生産の取組み＞

◼ 農商工連携による小麦「夏黄金」の成分分析及び試食会による加工適性評価

◼ 中華麺適性の優れた小麦「夏黄金」の生産拡大及び安定生産に向けた採種ほの設置

＜小麦「夏黄金」の生産振興に向けた取り組み＞

◼ 関係機関・団体と畑作物生産支援チーム会議において栽培状況の共有と栽培管理技術の検討

◼ 農商工連携による製麺業者やラーメン店等実需者への夏黄金の活用推進

「夏黄金」播種作業

＜株式会社夢ファームむげん＞

「夏黄金」収穫作業

令和７年産：0.5ha→令和８年産：4.0ha

◼ 小麦「夏黄金」の作付面積の拡大
令和７年産：0.5ha→令和８年産：9.2ha
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